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〈 改善前 〉 〈 改善後 〉 

  

基準不適合発生箇所 

エアスポイラにおいて、取り付け部の強度が不足しているため、高速走行時の負圧によ

り亀裂が発生することがある。そのため、そのまま使用を続けると、当該部が破損して、

最悪の場合、脱落するおそれがある。 

改善内容 

全車両、エアスポイラの取り付け部を点検し、対象となるものは補強材を追加する。 

 

識別：キャンペーンステッカーに「66Ｄ6、日付（西暦・月・日の順）、ワークショップス

タンプ」を記入し、スペアタイヤ収納部左側面に貼りつける。 

 
 
 
 

基準不適合発生箇所 

エアスポイラ 

注：   は補強する部品を示す 

補強材を追加する


